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　平成２４年第２回定例会は、６月６日から１５日までの１０日間の日程で開催されました。

　町長より、人事案件、条例の制定・改正、一般会計補正予算など議案１６件が提出され、

　いずれも原案どおり可決しました。

　一般質問では８人が登壇し、町政をただしました。

16案件を可決
        第２回定例会

　

東
吾
妻
町
教
育
委
員
会
委
員
�
保

護
者
代
表
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
�

町
田
仁
一
さ
ん
が
改
め
て
選
任
さ
れ

同
意
し
ま
し
た
�
大
学
生
�
高
校
生

の
保
護
者
で
�
人
格
も
高
潔
で
あ
り

平
成
23
年
９
月
か
ら
教
育
委
員
会
委

員
の
職
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
�

任
期　

平
成
24
年
６
月
21
日
か
ら

　
　
　

平
成
28
年
６
月
20
日
ま
で

　

平
成
24
年
９
月
30
日
を

も
�
て
１
名
の
方
が
任
期

満
了
と
な
る
こ
と
に
伴
い
�

今
回
新
た
に
加
部
精
一
さ

ん
が
推
薦
さ
れ
�
適
任
と

認
め
ま
し
た
�

　

加
部
さ
ん
は
�
萩
生
在

住
で
�
町
の
青
年
団
長
・

民
生
委
員
な
ど
を
さ
れ
�

地
域
住
民
か
ら
も
社
会
的

信
望
の
あ
る
方
で
�
現
在

は
土
地
改
良
区
推
進
協
議

会
長
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
�

教
育
委
員
に

　
　
　

 

町
田 

仁
一
氏

固
定
資
産
評
価
審
査

　
　
　

委
員
選
任
に
同
意

　

任
期
満
了
に
よ
り
�
３
人
の
方
を

引
き
続
き
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

に
選
任
同
意
し
ま
し
た
�

　

山
崎
孝
利 

さ
ん

　
　

 

�
４
期
目　

郷　

原
�

　

飯
塚　

理 

さ
ん

     

�
４
期
目　

高
崎
市
�

　

佐
藤　

勉 

さ
ん

　
　

 

�
２
期
目　

新　

巻
�

補正予算　主なもの（一般会計）

商工費

 ・買い物代行事業補助金 ………５２万円

教育費

 ・教育施設除染対策事業ホットスポット等

　簡易除染重機借上料等………２００万円

 ・緊急スクールカウンセラー等派遣事業

　原町小学校へ配置…………１０６万円

 ・小学校費太田小のシャワールーム新設工事　

　　　　　 ……４９３万５,０００円

平成24年度補正予算

人
権
擁
護
委
員

　

候
補
者
を
推
薦

  

そ
の
他
の
議
案

◆
税
条
例
の
一
部
改
正

◆
小
学
校
入
学
祝
金
支
給

条
例
の
一
部
改
正

◆
字
区
域
の
変
更

　

�
町
営
上
郷

　
　
　

土
地
改
良
事
業
�

◆
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
の
規
約
変
更

に
関
す
る
協
議

会 　 計 　 名 補　正　額 予 算 総 額

一 般 会 計 △２１２万円 ７９億４,２８７万円

国民健康保険特別会計
（ 施 設 勘 定 ）

△９万円 ８,６１３万円

特別養護老人ホームいわびつ荘
運 営 事 業 特 別 会 計

４６４万円 ２億２,３２９万円

下水道事業特別会計 △７７０万円 ５億８,６０８万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 ４万円 ５,０２２万円
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定例会で決まったこと
　

外
国
人
住
民
も
日
本
人

と
同
様
の
基
礎
的
サ
�
ビ

ス
提
供
の
必
要
性
が
高
ま

り
�
平
成
21
年
法
改
正
が

さ
れ
ま
し
た
�

　

こ
れ
に
伴
い
�
外
国
人

登
録
制
度
が
廃
止
さ
れ
�

外
国
人
住
民
に
も
住
民
基

本
台
帳
が
作
成
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
�

　

今
回
は
出
産
祝
金
�
印

鑑
登
録
及
び
証
明
に
関
す

る
条
例
の
�
外
国
人
登
録
�

の
字
句
を
整
理
す
る
条
例

改
正
が
さ
れ
ま
し
た
�

�
平
成
24
年
７
月
９
日
施
行
�

外
国
人
登
録

　

制
度
が
廃
止

　

母
子
家
庭
等
の
福
祉
医

療
費
受
給
資
格
に
は
�
唯

一
所
得
税
要
件
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
�

　

今
回
の
所
得
税
法
等
の

改
正
で
は
�
年
少
扶
養
控

除
と
特
定
扶
養
控
除
の
上

乗
せ
部
分
が
廃
止
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
�
不
利
益
を

生
じ
る
ケ
�
ス
が
あ
る
た

め
�
改
正
前
の
旧
所
得
税

で
計
算
し
�
受
給
判
定
を

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
�

�
平
成
24
年
８
月
１
日
施
行
�

福
祉
医
療
費
支
給
に

関
す
る
条
例
を
改
正

　　 12事業を繰り越します
　表の各事業は、２３年度中に終了できなかったため、
２４年度に繰り越されました。

事　　業　　名 繰　越　額

住 居 移 転 業 務 ８５万５,０００円

あがつまふれあい公園整備事業 ２,７４７万６,０００円

三島西部第二地区土地改良事業 １,４２０万円

大 沢 集 会 所 整 備 事 業 １,０８０万円

基盤整備事業（萩生川西地区） ２,３０１万１,０００円

農業体質強化基盤整備促進事業 １,８６１万円

県単林道改良事業（ユーシン線） ６３０万円

道路改良事業（馬場・手子丸線） １,７８４万３,０００円

道路改良事業（岩下・川中線） ９,７６４万円

太田小学校体育館改修事業 １,０２５万２,０００円

公共土木施設災害復旧事業 ７３８万円

林 業 施 設 災 害 復 旧 事 業 ２,３８０万円

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

菅

谷

光

重

佐

藤

聡

一

根

津

光

儀

樹

下

啓

示

山

田

信

行

水

出

英

治

轟

德

三

茂

木

恒

二

金

澤

敏

青

柳

は

る

み

須

崎

幸

一

浦

野

政

衛

一

場

明

夫

橋

爪

英

夫

人権擁護委員候補者の推薦 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/6

教育委員会委員の任命 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/6

固定資産評価審査委員会委員の選任 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/6

固定資産評価審査委員会委員の選任 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/6

固定資産評価審査委員会委員の選任 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/6

住民基本台帳法の一部を改正する法律等の施行に伴う関係条例の整
備に関する条例

14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/14

福祉医療費の支給に関する条例の全部改正 14 ‐ 13 0

13 0

可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/14

税条例の一部改正 14 ‐ 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/14

小学校入学祝金支給条例の一部改正 14 ‐ 13 0

13 0

可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/14

平成24年度一般会計補正予算（第１号） 14 ‐ 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/14

平成24年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/14

平成24年度特別養護老人ホームいわびつ荘運営事業特別会計補正
予算（第１号）

14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/14

平成24年下水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成24年度簡易水道特別会計補正予算（第１号）

14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/14

14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/14

字区域の変更 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/6

群馬県後期高齢者医療広域連合の規約変更に関する協議 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6/6

可･･･可決、否･･･否決、○･･･賛成、×･･･反対、欠･･･欠席、退･･･退席

議長は採決に加わりませんので「‐」で表示しています。（議長 1番 菅谷光重）

※・・・地方自治法第117条により、本人除斥。

議議 案案 のの 審審 議議 結結 果果

議

決

日

議案名等 議員名簿

出
席
者
数

投

票

数

賛

成

反

対

議

決

結

果

第　２ 回 定 例 会 平成２４年 ６月 ６日～１５日
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一　

般　

質　

問

町政を問う
一般質問

統
合
準
備
委
員
会
で
協
議

答
数
年
後
を
視
野
に
検
討
中

答

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ ＱＡ Ｑ

一場明夫議員

金澤　敏議員

保育所老朽化や、少子化の対策を考え　ていく

　　　　　　　　　　　　　　 （原町　保育所）

中
学
校
統
合
に
つ
い
て

総
合
こ
ど
も
園
の
設
置
は

　
　

中
学
校
統
合
の
今
後

の
プ
ラ
ン
�
プ
ロ
セ
ス
は

な
に
か
�
幼
稚
園
・
小
学

校
も
並
行
し
て
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
が
�

　
　

現
在
�
中
学
校
統
合

準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
�

統
合
に
向
け
た
検
討
を
進

め
て
い
る
�
あ
る
程
度
の

案
等
が
で
き
れ
ば
�
議
会

へ
も
示
し
て
い
く
�
ま
た
�

幼
・
小
・
保
育
所
の
再
編

に
つ
い
て
は
�
こ
ど
も
園
�

も
含
め
て
検
討
し
て
い
き

た
い
�

　
　

準
備
委
員
会
の
方
向

が
出
る
前
に
�
議
会
と
し

て
の
方
向
性
が
出
て
い
な

い
と
困
る
の
で
は
な
い
か
�

ま
た
�
議
会
で
条
例
が
改

正
さ
れ
て
い
な
い
が
�

　
　

設
置
条
例
は
�
校
名

な
ど
が
具
体
的
に
な
ら
な

い
と
決
め
ら
れ
な
い
の
で

問
題
は
な
い
と
思
う
�

�
災
害
廃
棄
物
処
理

　
　
　
　
　

に
つ
い
て
�

　
　

震
災
被
災
地
の
復
興

の
た
め
に
は
�
国
民
と
し

て
で
き
る
だ
け
の
協
力
を

す
べ
き
と
考
え
て
お
り
�

災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ

処
理
に
反
対
す
る
も
の
で

は
な
い
が
�
今
回
の
判
断

に
つ
い
て
は
�
当
町
議
会

特
別
委
員
会
の
意
見
や
�

住
民
に
処
理
計
画
等
示
さ

れ
ず
判
断
し
た
と
思
わ
れ

る
が
�

　
　

受
入
に
つ
い
て
は
�

構
成
町
村
長
で
協
議
し
�

最
終
判
断
は
管
理
者
へ
一

任
し
た
�
処
理
方
法
に
つ

い
て
は
�
一
般
廃
棄
物
処

理
業
務
の
一
環
と
理
解
し

て
い
る
�

　
　

廃
棄
物
処
理
費
に
関

す
る
専
決
処
分
は
正
当
と

思
う
か
�

　
　

組
合
事
務
局
が
周
到

に
精
査
し
て
い
る
の
で
�

問
題
は
な
い
と
思
う
�

　
　

町
長
は
も
�
と
議
会

と
情
報
を
共
有
す
る
事
が

大
事
と
思
う
が
�

　
　

こ
れ
か
ら
も
議
会
と

意
見
の
交
換
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
�
て
い
る
�

　
　

�
子
ど
も
�
子
育
て

新
シ
ス
テ
ム
�
で
本
町
の

保
育
の
現
状
は
ど
の
様
に

変
化
し
て
い
く
の
か
�

　
　

国
で
は
国
庫
負
担
金
・

補
助
金
を
�
こ
ど
も
園
給

付
�
仮
称
�
�
に
一
本
化

す
る
計
画
で
あ
る
�
こ
ど

も
園
給
付
は
民
間
施
設
が

対
象
で
あ
り
�
こ
の
機
会

に
幼
保
一
体
の
こ
ど
も
園

を
整
備
し
た
方
が
財
政
的

に
も
�
子
供
た
ち
の
為
に

も
良
い
と
考
え
て
い
る
�

　
　

�
こ
ど
も
園
�
設
置

に
関
し
て
ど
こ
ま
で
進
ん

で
い
る
の
か
�

　
　

こ
ど
も
園
設
置
は
�

行
政
改
革
推
進
本
部
で
協

議
を
し
て
お
り
�
旧
吾
妻

町
の
三
�
所
の
施
設
は
い

ず
れ
も
古
く
�
大
戸
保
育

所
は
利
用
者
が
激
減
�
原

町
保
育
所
は
希
望
が
多
い
�

当
町
の
出
生
数
も
年
間
80

人
前
後
で
推
移
し
�
障
害

児
の
受
け
入
れ
な
ど
サ
�

ビ
ス
向
上
の
た
め
に
も
必

要
と
感
じ
て
い
る
�
公
立

の
た
め
建
設
の
補
助
は
一

切
な
い
の
で
�
合
併
特
例

債
�
な
ど
を
有
効
に
活
用

し
た
い
�

　
　

本
町
の
子
育
て
支
援

の
方
向
性
の
変
更
は
あ
る

の
か
�
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国
保
事
業
安
定
化
計
画
を
策
定

答
一　

般　

質　

問

Ａ

Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

ＱＡ

ＱＡ

根津光儀議員

保育所老朽化や、少子化の対策を考え　ていく

　　　　　　　　　　　　　　 （原町　保育所）

国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
つ
い
て

　
　

新
シ
ス
テ
ム
で
は
�

働
い
て
い
な
く
て
も
保
育

所
に
入
れ
る
幼
稚
園
と
保

育
所
が
一
体
化
し
�
全
て

の
子
ど
も
に
幼
児
期
の
教

育
と
保
育
が
保
障
さ
れ
る

内
容
で
あ
る
�
公
立
の
み

の
施
設
で
は
�
町
が
関
与

し
�
入
所
調
整
を
す
る
の

で
�
現
行
と
全
く
変
わ
ら

な
い
�
障
害
児
な
ど
特
別

な
支
援
が
必
要
な
子
ど
も

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
�

　
　

今
後
�
こ
ど
も
園
を

考
え
て
い
く
中
で
の
担
当

課
や
係
を
つ
く
る
考
え
は

あ
る
か
�

　
　

今
後
必
要
性
が
あ
れ

ば
検
討
し
た
い
が
�
今
の

と
こ
ろ
具
体
的
に
は
あ
り

ま
せ
ん
�

　
　

原
町
保
育
所
を
建
て

替
え
る
考
え
は
あ
る
の
か
�

統
廃
合
も
含
め
て
早
急
に

も
�
と
広
い
土
地
へ
と
思

う
が
�

　
　

借
地
な
の
で
他
の
町

有
地
の
有
効
利
用
を
考
え

て
い
き
た
い
�

　
　

24
年
度
の
国
保
特
別

会
計
で
は
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
を
一
億
七
�〇
〇

〇
万
円
余
り
と
し
て
お
り
�

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
�

経
営
改
善
の
た
め
に
は
各

種
デ
�
タ
の
分
析
が
必
要

と
考
え
る
が
�
現
状
で
は

正
確
で
充
分
な
デ
�
タ
を

得
る
こ
と
が
出
来
な
い
�

群
馬
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
に
資
料
提
供
を

求
め
�
国
保
と
保
健
セ
ン

タ
�
が
デ
�
タ
を
共
有
し

運
営
改
善
に
役
立
て
る
べ

き
で
は
な
い
か
�

　
　

デ
�
タ
の
や
り
と
り

に
つ
い
て
早
急
に
改
善
し

経
営
分
析
や
対
策
に
役
立

て
て
い
き
た
い
�

　
　

医
療
費
抑
制
の
た
め

の
方
策
は
�

　
　

医
療
費
の
お
よ
そ
30

％
が
薬
剤
費
な
の
で
�
ジ

�
ネ
リ
�
ク
医
薬
品
の
普

及
を
図
り
た
い
�
被
保
険

者
証
交
付
時
に
�
ジ
�
ネ

リ
�
ク
医
薬
品
希
望
カ
�

ド
�
を
配
布
し
た
り
し
て

い
る
�

　

平
成
24
年
度
中
に
は

�
東
吾
妻
町
国
民
健
康
保

険
事
業
安
定
化
計
画
�
を

策
定
し
て
行
く
�

　
　

保
健
セ
ン
タ
�
の
充

実
や
社
会
福
祉
士
の
配
置

が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
が

計
画
は
あ
る
か
�

　
　

保
健
セ
ン
タ
�
の
充

実
に
努
め
�
国
保
担
当
の

保
健
師
配
置
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
行
く
�
特
に
社

会
福
祉
士
に
つ
い
て
は
早

急
に
検
討
し
て
行
く
�　

　
　

大
学
生
な
ど
を
イ
ン

タ
�
ン
シ
�
プ
と
し
て
町

村
に
派
遣
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

事
業
が
あ
る
�
こ
れ
を
使

�
て
お
年
寄
り
へ
の
声
か

け
や
�
予
防
活
動
の
一
助

に
出
来
な
い
か
�

　
　

都
会
か
ら
来
た
若
者

達
が
各
種
行
事
に
参
加
し

た
り
�
町
の
人
達
と
交
流

す
る
こ
と
は
明
る
い
地
域

作
り
や
病
気
予
防
に
効
果

が
あ
る
と
考
え
�
現
在
仕

組
み
を
検
討
中
で
あ
る
�

  

ジ
�
ネ
リ
�
ク

　
　
　

 

医
薬
品
と
は

　

 

価
格
が
安
く
�
安
全

 

性
は
新
薬
と
同
等
と
認

 

め
ら
れ
て
い
る
薬
で
す
�
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一　

般　

質　

問

県
に
対
し
陳
情

答
上
信
自
動
車
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
周
辺
整
備
は

ＡＱ Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

子
育
て
支
援
を
推
進

答
福
祉
事
業
の
重
点
施
策
は

須崎幸一議員

橋爪英夫議員

通勤、生活道路として、多くの利用が　ある町道9058号線（岡崎柏原地内）

　
　

福
祉
事
業
に
お
け
る

課
題
と
財
政
上
の
負
担
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
な
�
て

い
る
の
か
�
最
初
に
社
会

福
祉
事
業
に
つ
い
て
は
ど

う
か
�

　
　

町
で
は
�
特
別
養
護

老
人
ホ
�
ム
い
わ
び
つ
荘

と
４
つ
の
保
育
所
を
運
営

し
て
い
る
�

　

い
わ
び
つ
荘
は
�
限
ら

れ
た
介
護
報
酬
で
�
不
足

分
を
一
般
会
計
か
ら
繰
入

れ
て
運
営
し
て
い
る
状
態

で
�
平
成
26
年
４
月
を
目

途
に
指
定
管
理
者
制
度
へ

の
移
行
を
目
指
す
�

　

保
育
所
は
�
老
朽
化
し

た
施
設
の
整
理
統
合
が
課

題
�
保
育
所
運
営
費
は
�

一
般
財
源
化
さ
れ
て
�
交

付
税
算
入
と
な
�
て
い
る
�

し
か
し
公
立
保
育
所
建
設

に
対
す
る
補
助
制
度
は
あ

り
ま
せ
ん
�

　
　

障
害
福
祉
事
業
に
つ

い
て
�

　
　

障
害
者
自
立
支
援
法

に
よ
り
介
護
保
険
同
様
な

サ
�
ビ
ス
が
あ
る
�
し
か

し
収
益
性
が
悪
く
�サ
�
ビ

ス
提
供
者
が
少
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
�
今
後
は
�

�
吾
妻
地
域
自
立
支
援
協

議
会
�
等
で
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
�

　

障
害
者
サ
�
ビ
ス
は
�

国
・
県
か
ら
法
定
の
財
政

措
置
が
図
ら
れ
て
い
る
�

　
　

老
人
福
祉
事
業
に
つ

い
て
�

　
　

�
孤
独
死
�
や
買
い

物
弱
者
の
問
題
は
�
地
域

で
�
声
か
け
�
や
�
見
守

り
�
な
ど
の
支
援
体
制
の

整
備
が
急
務
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
�

　
　

福
祉
医
療
つ
い
て
�

　
　

県
の
基
準
ど
お
り
だ

が
�
母
子
等
の
一
部
が
町

単
独
の
補
助
対
象
と
な
�

て
い
る
�
そ
れ
以
外
は
経

費
の
２
分
の
１
が
県
補
助

と
な
�
て
い
る
�
現
行
制

度
を
継
続
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
�

　
　

福
祉
事
業
の
重
点
施

策
に
つ
い
て
は
�
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
�

　
　

子
ど
も
は
町
の
宝
�

次
代
を
担
う
力
で
す
の
で
�

子
育
て
支
援
を
強
力
に
推

進
し
て
い
く
�

　
　

県
道
伊
香
保
�
村
上

線
の
狭
く
急
カ
�
ブ
が
続

く
坂
道
区
間
は
大
型
定
期

バ
ス
も
通
り
�
改
良
が
求

め
ら
れ
る
�
ま
た
中
組
地

内
の
信
号
設
置
要
望
カ
所

に
つ
い
て
も
進
捗
状
況
を

聞
き
た
い
�

　
　

県
に
対
し
拡
幅
改
良

を
引
き
続
き
要
望
し
て
い

く
�

　

信
号
設
置
に
つ
い
て
は

カ
�
ブ
ミ
ラ
�
及
び
レ
�

ン
変
更
等
で
対
処
し
て
い

る
�　
　

　
　

岡
崎
柏
原
地
内
の
町

道
９
０
５
８
号
線
は
�
通

勤
生
活
道
路
と
し
て
利
用

さ
れ
交
通
量
が
多
く
�
危

険
箇
所
の
改
良
が
必
要
と

思
う
が
�

　
　

危
険
箇
所
は
認
識
し

て
い
る
�
急
い
で
注
意
看

板
の
設
置
を
行
い
�
今
後
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一　

般　

質　

問

計
画
的
に
改
修
し
て
い
く

答
老
朽
化
す
る
施
設
の
長
寿
命
化
を

ＱＡ

Ｑ

Ａ

ＱＡ

ＱＡ

青柳はるみ議員

通勤、生活道路として、多くの利用が　ある町道9058号線（岡崎柏原地内）

岩
島
荒
神
橋　

計
画
的
な
改
修
を

調
査
検
討
し
て
行
く
�

　
　

道
の
駅
構
想
に
つ
い

て
�
採
算
面
も
含
め
て
ど

う
考
え
て
い
る
か
�

　
　

町
に
一
カ
所
は
設
置

す
る
方
向
で
考
え
て
い
る
�

三
島
に
整
備
中
の
ふ
れ
あ

い
公
園
は
�
八
�
場
バ
イ

パ
ス
や
県
道
林
・
岩
下
線

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
良
好

な
の
で
最
有
力
候
補
地
で

あ
り
�
町
ダ
ム
対
の
下
流

地
域
振
興
検
討
部
会
で
検

討
中
で
あ
る
�
特
徴
の
あ

る
施
設
に
し
て
�
地
元
の

協
力
や
民
間
業
者
の
参
入

に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要

と
考
え
る
�

　
　

上
信
自
動
車
道
�
箱

島
・
厚
田
間
に
は
�
都
市

計
画
地
域
が
あ
る
�
吾
妻

警
察
署
や
広
域
消
防
本
部

の
立
地
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
か
�

　
　

都
市
計
画
道
路
原
町

駅
南
口
線
に
つ
い
て
上
信

自
動
車
道
へ
の
ア
ク
セ
ス

に
関
わ
る
陳
情
を
上
げ
て

い
る
�
警
察
署
�
消
防
署

と
も
に
当
町
に
お
け
る
立

地
が
最
も
良
い
と
認
識
し

て
い
る
�

　
　

町
有
施
設
や
防
護
柵

や
ガ
�
ド
レ
�
ル
は
壊
れ

て
か
ら
取
り
替
え
る
の
で

な
く
�
点
検
�
修
理
�
塗

装
で
長
寿
命
化
が
は
か
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
�
町

内
業
者
が
で
き
る
仕
事
が

生
ま
れ
�
経
済
の
活
性
化

に
も
繋
が
る
と
思
う
が
�

　
　

町
が
管
理
す
る
橋
梁

は
258
橋
あ
り
�
50
年
を
経

過
し
た
橋
梁
が
８
橋
�
20

年
後
に
は
69
橋
と
な
り
�

完
成
年
度
が
不
明

な
橋
が
139
橋
あ
る
�

国
庫
補
助
対
象
が

52
橋
あ
り
�
25
年

度
に
長
寿
命
化
を

策
定
す
る
計
画
で

あ
る
�
今
回
�
関

越
道
の
バ
ス
事
故

を
受
け
て
防
護
柵
等
の
点

検
を
行
い
�
破
損
箇
所
95

ｍ
は
早
急
に
交
換
�
補
修

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
�

最
近
は
地
震
や
台
風
な
ど

の
土
砂
災
害
�
突
発
的
に

発
生
す
る
竜
巻
な
ど
が
想

定
さ
れ
�
町
民
の
生
命
を

守
る
べ
き
避
難
施
設
の
老

朽
化
は
�
町
の
防
災
に
対

す
る
不
安
を
招
き
か
ね
な

い
�
改
修
で
対
応
で
き
る

施
設
は
経
済
面
か
ら
も
改

修
に
よ
る
長
寿
命
化
を
は

か
り
�
町
民
の
安
心
�
安

全
の
確
保
を
考
え
て
い
く
�

　
　

町
特
有
の
文
化
と
ス

ポ
�
ツ
を
結
び
�
多
く
の

人
が
訪
れ
る
町
づ
く
り
を

推
進
す
べ
き
と
思
う
が
�

町
長
の
ビ
ジ
�
ン
を
伺
い

た
い
�

　
　

真
田
街
道
推
進
機
構

を
中
心
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
放
映
実
現
に
向
け
た

活
動
を
し
て
い
る
�

　

歴
史
あ
る
自
然
の
美
し

い
中
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
�

サ
イ
ク
リ
ン
グ
�
ノ
ル
デ
�
�

ク
ウ
�
�
キ
ン
グ
や
清
流
�

ほ
た
る
�
ゆ
か
り
の
あ
る

桜
�
花
を
楽
し
み
に
人
が

交
流
し
て
い
る
�
そ
の
環

境
の
保
全
�
維
持
管
理
に

取
り
組
ん
で
い
る
地
域
の

努
力
が
あ
る
�

　

ま
た
交
付
金
�
補
助
金

制
度
を
活
用
し
�
集
落
で

取
り
組
ん
で
い
る
共
同
活

動
は
40
団
体
�
こ
れ
ら
の

活
動
を
支
援
し
な
が
ら
�

�
緑
と
清
流
の
町
�
に
恥

な
い
美
し
い
郷
土
つ
く
り

に
努
め
多
く
の
人
が
訪
れ

る
町
に
し
て
い
く
�
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一　

般　

質　

問

Ａ Ｑ

早
急
に
改
善
を
検
討

答
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

準
備
委
員
会
で
対
応
し
て
い
く

答
中
学
校
統
合
の
住
民
説
明
会
は

Ｑ

ＡＱ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ

Ｑ

ＡＱＡＱ

Ａ Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ Ｑ

山田信行議員

茂木恒二議員

　
　

上
信
自
動
車
道
の
川

島
バ
イ
パ
ス
起
工
式
に
際

し
�
ど
ん
な
気
持
ち
で
臨

ん
だ
の
か
�

　
　

よ
う
や
く
祖
母
島
・

箱
島
バ
イ
パ
ス
が
着
工
と

な
り
�
今
後
は
町
内
の
計

画
を
早
期
に
完
成
さ
せ
な

け
れ
ば
と
い
う
思
い
で
臨

ん
だ
�

　
　

箱
島
・
厚
田
間
の
早

期
着
工
に
つ
い
て
働
き
か

け
は
ど
の
よ
う
に
な
�
て

い
る
か
�

　
　

早
期
に
整
備
区
間
へ

の
格
上
げ
と
共
に
�
仮
称

吾
妻
大
橋
へ
の
ア
ク
セ
ス

も
含
め
�
県
知
事
及
び
県

議
会
議
長
へ
陳
情
し
て
い

る
�

　
　

原
町
地
区
道
路
拡
張

　
　

統
合
問
題
の
住
民
説

明
会
を
な
ぜ
開
催
し
な
い

の
か
�
主
権
者
た
る
住
民

に
対
し
て
説
明
会
を
開
か

な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り

え
な
い
�

　
　

住
民
説
明
会
は
開
か

な
い
�
統
合
に
関
す
る
準

備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
疑

問
に
対
し
説
明
し
て
い
く
�

　
　

教
育
長
発
言
�
統
合

は
町
の
専
決
事
項
で
最
終

決
定
権
は
町
部
局
町
長
の

権
限
で
あ
る
�
及
び
�
町

長
名
文
書
の
根
拠
と
す
る

法
令
が
あ
れ
ば
示
し
て
ほ

し
い
�

　
　

小
中
学
校
の
設
置
に

つ
い
て
は
議
会
の
同
意
を

得
て
決
定
す
る
も
の
で
あ

る
�

　
　

統
合
問
題
審
議
会
の

答
申
を
統
合
決
定
の
根
拠

と
し
て
い
る
が
�
答
申
は

法
的
拘
束
力
が
な
い
の
で

は
な
い
か
�

　
　

行
政
方
針
の
参
考
と

し
�
答
申
を
尊
重
す
る
�

　
　

統
合
問
題
審
議
会
を

３
�
４
回
開
催
し
�
結
論

を
得
た
い
と
の
執
行
部
方

針
で
あ
�
た
が
�
始
め
に

統
合
あ
り
き
で
は
な
い
の

か
�

　
　

そ
う
い
う
こ
と
は
な

い
�

　
　

町
長
発
言
の
審
議
会

方
式
と
は
�
そ
の
内
容
は
�

　
　

地
方
自
治
法
に
基
づ

き
設
置
し
た
�
東
地
区
は

区
長
要
望
に
よ
り
地
域
審

議
会
懇
談
会
を
開
い
た
�

今
後
町
政
懇
談
会
を
開
く
�

　
　

統
合
の
進
め
方
に
対

し
て
意
見
を
述
べ
る
住
民

を
統
合
反
対
派
と
位
置
づ

け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
�

　
　

反
対
派
と
決
め
つ
け

る
よ
う
な
こ
と
は
や
�
て

い
な
い
�

　
　

教
育
委
員
会
事
務
局

は
答
申
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容

の
原
案
を
出
し
た
が
�
こ

の
判
断
の
根
拠
は
�

　
　

基
本
的
に
は
多
い
方

の
意
見
に
基
づ
い
て
案
と

し
て
出
し
た
�

　
　

最
終
意
志
決
定
機
関

で
あ
る
議
会
に
対
し
�
経

過
を
含
め
説
明
責
任
が
果

た
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
�

　
　

今
後
は
報
告
し
て
い

く
�
議
会
で
は
全
員
協
議

会
で
方
針
を
説
明
し
た
�

　
　

議
決
承
認
を
得
て
い

な
い
中
学
校
統
合
を
教
育

委
員
会
が
執
行
部
と
一
体

と
な
�
て
推
進
し
て
い
る

の
は
問
題
で
は
な
い
か
�　

　
　

町
の
方
針
と
し
て
統

合
は
方
向
性
が
出
さ
れ
て

い
る
�
町
部
局
と
教
育
委

員
会
が
統
合
を
進
め
る
こ

と
に
つ
い
て
は
問
題
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
�
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一　

般　

質　

問

Ａ

Ａ

Ｑ
オープンした

　ふれあい公園

足跡に誘われ
ドッグラン

上
信
自
動
車
道
八
�
場
バ
イ
パ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

国
道
１
４
５
号
線
�
松
谷
地
区
�

は
�
高
校
の
存
続
�
中
学

校
統
合
通
学
路
な
ど
の
問

題
か
ら
�
バ
イ
パ
ス
よ
り

市
街
地
等
の
ア
ク
セ
ス
に

つ
い
て
早
急
に
改
善
が
必

要
と
思
わ
れ
る
が
�

　
　

中
学
校
統
合
に
よ
り
�

ス
ク
�
ル
バ
ス
以
外
で
の

通
学
生
徒
が
増
加
す
る
こ

と
は
確
実
で
あ
る
�
Ｊ
Ｒ

の
踏
切
拡
幅
を
含
め
国
道

145
号
線
か
ら
渋
川
・
東
吾

　

昨
年
12
月
の
臨
時
閣
議

で
�
一
三
四
億
七
�八
〇
〇

万
円
が
決
定
さ
れ
ま
し
た

が
�
本
体
工
事
は
未
だ
執

行
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
�

　

予
算
執
行
は
�
生
活
再

建
法
の
決
定
と
�
河
川
整

備
計
画
が
条
件
と
な
�
て

お
り
�
６
月
23
日
に
河
川

整
備
計
画
の
意
見
募
集
が

終
了
し
ま
し
た
�

　

ま
た
�
ダ
ム
中
止
発
表

以
来
�
国
交
大
臣
が
５
人

も
交
代
し
�
先
の
読
め
な

い
状
況
と
な
�
て
い
ま
す
�

　

一
方
�
生
活
再
建
事
業

に
つ
い
て
は
�
国
・
県
・

町
に
お
い
て
も
全
力
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
�

　

５
月
11
日
に
は
�
県
道

林
・
岩
下
線
が
開
通
し
�

吾
妻
川
左
岸
が
大
変
便
利

に
な
り
ま
し
た
�

　

ま
た
�
八
�
場
ダ
ム
下

流
地
域
振
興
検
討
部
会
も

発
足
し
�
道
の
駅
を
含
め

地
域
振
興
が
検
討
さ
れ
て

い
く
と
思
わ
れ
ま
す
�

八
ッ
場
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

妻
線
ま
で
拡
幅
改
良
が
必

要
と
考
え
て
お
り
�
事
前

調
査
・
協
議
を
進
め
る
よ

う
指
示
し
て
い
る
�

　

土
木
事
務
所
へ
は
�
槻

木
周
辺
か
ら
町
道
５
０
９

０
号
線
ま
で
の
歩
道
整
備

を
要
望
し
て
い
る
�

　
　

上
野
地
区
�
在
下
地

区
の
道
路
は
日
常
生
活
に

お
い
て
も
支
障
を
き
た
し

て
い
る
�
特
に
緊
急
車
両

の
通
行
が
可
能
な
の
か
�

懸
念
さ
れ
る
箇
所
が
多
い
�

早
急
に
改
善
が
必
要
で
は

な
い
か
�

　
　

道
路
改
良
の
計
画
を

し
た
が
�
用
地
交
渉
が
不

調
と
な
り
現
在
休
止
し
て

い
る
�
地
形
的
な
問
題
�

用
地
対
応
の
問
題
と
共
に
�

財
政
状
況
を
考
慮
し
今
後

の
課
題
と
考
え
て
い
る
�
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　原町大宮神社境内に学童保育「原町

こどもクラブ」が、５月開所しました

　安心して過ごせる施設です

　　「デイサービス水仙」　川戸

�
中
学
校
統
合
関
係
�

　

中
学
校
統
合
準
備
委
員

会
が
立
ち
上
が
り
�
事
務

局
を
学
校
教
育
係
に
置
く

３
部
会
が
組
織
さ
れ
�
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
�
�
ル
表
が

出
さ
れ
ま
し
た
�

▼
ス
ク
�
ル
バ
ス

　

遠
距
離
通
学
に
関
し
て

は
�
基
本
的
に
無
料
ス
ク

�
ル
バ
ス
で
対
応
す
る
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
�

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

▼
給
食
調
理
場

　

各
給
食
調
理
場
の
老
朽

化
に
よ
り
�
町
内
１
�
所

に
統
合
し
�
場
所
は
�
旧

岩
島
第
一
小
学
校
用
地
を

候
補
地
と
す
る
報
告
が
あ

り
ま
し
た
�

　

町
に
対
し
中
学
校
統
合

関
係
で
�
後
に
禍
根
を
残

す
こ
と
の
な
い
よ
う
�
住

民
の
理
解
と
協
力
を
得
る

よ
う
強
く
要
望
し
ま
し
た
�

�
特
別
養
護
老
人
ホ
�
ム

　
　
　
　

い
わ
び
つ
荘
�

　

指
定
管
理
移
行
を
平
成

26
年
を
目
途
と
す
る
説
明

が
あ
り
ま
し
た
�

�
社
会
福
祉
協
議
会
�

建
築
中
の
デ
イ
サ
�
ビ
ス

セ
ン
タ
�
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
�

　

デ
イ
サ
�
ビ
ス
水
仙
と

命
名
さ
れ
６
月
末
に
は
完

成
す
る
予
定
で
す
�

�
民
間
に
よ
る
小
規
模
特

別
養
護
老
人
ホ
�
ム
計
画
�

　

吾
妻
郡
福
祉
圏
域
内
の

東
吾
妻
町
に
29
床
の
施
設

が
計
画
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
�
名
称
は
す
い

せ
ん
の
里
�
１
階
に
16
名

２
階
に
13
名
の
計
29
名
�

シ
�
�
ト
ス
テ
イ
事
業
は

５
名
で
小
規
模
特
別
養
護

老
人
ホ
�
ム
と
し
て
実
施

さ
れ
ま
す
�

　

６
月
14
日
に
委
員
会
を

開
き
�
企
画
課
長
よ
り
行

財
政
推
進
本
部
の
３
月
議

会
以
降
検
討
し
た
内
容
及

び
�
特
別
養
護
老
人
ホ
�

ム
い
わ
び
つ
荘
を
平
成
26

年
４
月
を
目
途
に
�
指
定

管
理
移
行
を
目
指
す
こ
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
�

　

総
務
課
長
よ
り
�
職
員

定
員
適
正
化
計
画
�
案
�

を
３
月
定
例
会
中
の
行
革

推
進
特
別
委
員
会
で
示
し
�

新
た
な
人
材
育
成
基
本
計

行
財
政
改
革
推
進
特
別
委
員
会

画
を
策
定
し
て
い
く
�
加

え
て
�
平
成
25
年
度
新
採

用
を
考
慮
す
れ
ば
12
月
議

会
で
の
議
決
が
必
要
と
の

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
�
�
ル
も

示
さ
れ
ま
し
た
�

　

こ
の
計
画
案
の
中
で
適

正
と
思
わ
れ
る
職
員
数
の

合
理
的
根
拠
や
妥
当
性
に

つ
い
て
�
事
務
量
の
把
握

や
積
み
上
げ
の
必
要
性
の

観
点
か
ら
の
指
摘
が
出
さ

れ
ま
し
た
が
�
明
確
な
積

み
上
げ
は
な
か
な
か
難
し

く
�
で
き
て
い
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
�
次
回
定
例

会
前
に
は
人
材
育
成
基
本

計
画
が
示
せ
る
と
の
こ
と

で
す
�

�
給
食
調
理
場

　
　
　

検
討
結
果
報
告
�

　

執
行
部
は
�
こ
れ
か
ら

担
当
部
局
と
の
検
討
を
行

う
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
�

委
員
会
よ
り
民
間
委
託
も

視
野
に
入
れ
�
そ
の
方
向

も
検
討
す
べ
き
と
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
�

　

ま
た
�
新
庁
舎
建
設
も

前
回
の
説
明
で
は
既
に
建

設
予
定
地
が
２
地
点
に
絞

ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
�

再
度
既
存
施
設
の
有
効
利

用
の
観
点
か
ら
再
考
を
促

す
指
摘
が
出
さ
れ
ま
し
た
�

　

地
域
開
発
事
業
と
し
て

住
宅
団
地
の
販
売
�
町
営

施
設
の
運
営
で
は
�
い
わ

び
つ
荘
の
こ
と
や
�
天
狗

の
湯
に
隣
接
す
る
公
園
管

理
や
�
岩
櫃
ふ
れ
あ
い
公

社
運
営
に
対
し
て
も
指
摘

が
あ
り
ま
し
た
�
こ
の
中

に
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な

い
項
目
も
あ
り
�
引
き
続

き
調
査
�
研
究
が
必
要
と

の
認
識
を
い
た
し
ま
し
た
�
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古谷地区に設置された

　モニタリングポスト

　

去
る
４
月
13
日
に
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
�

　

調
査
事
項
の
具
体
的
な

取
り
組
み
の
検
討
を
行
い

ま
し
た
�

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う

が
れ
き
処
理
に
関
す
る
諸

問
題

 

・
吾
妻
東
部
衛
生
施
設
組

合
に
よ
る
震
災
が
れ
き
受

入
の
検
証

 

・
震
災
が
れ
き
処
理
に
伴

う
吾
妻
東
部
衛
生
セ
ン
タ
�

�
可
燃
ご
み
処
理
施
設
�

最
終
処
分
場
�
の
進
行
状

況
の
確
認

 

・
震
災
が
れ
き
処
理
に
伴

う
吾
妻
東
部
衛
生
セ
ン
タ
�

の
施
設
自
体
の
安
全
確
認

�
耐
久
性
を
含
む
�

東
日
本
大
震
災
復
興
対
策

　
　
　
　
　
　

 

特
別
委
員
会

 

・
吾
妻
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
に
お
け
る
燃
料
受
け
入

れ
�
震
災
が
れ
き
の
広
域

処
理
�
に
つ
い
て

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
に
伴

う
放
射
性
物
質
に
関
す
る

対
策

 

・
特
措
法
に
基
づ
く
除
染

計
画
の
進
捗
状
況

 

・
上
記
以
外
の
除
染
計
画

�
町
単
独
の
も
の
を
含
む
�

 

・
子
ど
も
た
ち
の
生
活
の

場
に
お
け
る
除
染
対
策

 

・
農
業
・
観
光
業
な
ど
の

産
業
全
般
に
対
す
る
風
評

被
害
を
含
む
影
響

 

・
放
射
性
物
質
に
関
す
る

研
修　

以
上
の
項
目
を
調
査
研
究

の
議
題
と
し
て
�
今
後
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
�

　

６
月
11
日
に
中
澤
町
長

お
よ
び
副
町
長
�
本
多
町

民
課
長
は
じ
め
関
係
す
る

各
課
長
�
JA
あ
が
つ
ま
よ

り
深
代
清
氏
に
出
席
を
い

た
だ
き
２
回
目
の
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
�

　

最
初
に
�
JA
あ
が
つ
ま

の
深
代
氏
よ
り
吾
妻
管
内
�

放
射
性
物
質
関
係
の
情
報

に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
�

そ
の
次
に
�
町
民
課
長
を

は
じ
め
と
し
て
関
係
課
長

よ
り
�
特
措
法
に
よ
る
東

吾
妻
町
除
染
実
施
計
画
に

つ
い
て
や
�
町
の
空
間
放

射
線
量
お
よ
び
放
射
性
物

質
測
定
な
ど
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
�
そ
の
後
に
各

委
員
の
質
疑
お
よ
び
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
�

　　写真公募のお願い
　この度、読者の皆様から議会だよりに掲載する写真の公募

をすることになりました。

　町の風景・行事など広く募集いたします。

　掲載時期、場所については議会広報対策特別委員会に一任

とさせていただきます。なお、人物が特定される写真につい

ては、事前に掲載の了解を得ていただきますようお願いいた

します。　　　お問い合わせ　議会事務局　６８－２１１１

　去る３月 23 日金曜日午後２時より吾

妻文化会館１階講座室において議員９

名職員１名の計 10 名が研修会に参加し

ました。

　テーマ「吾妻広域行政全般について」

と題して、吾妻広域町村圏振興整備組

合事務局長　冨澤 済　氏の講師による

研修会が開催されました。

　吾妻広域町村圏振興整備組合の役割

と現状について１時間半ほど説明を受

けました。

　特に印象に残ったことは、今後の基本

的な考え方として、広域行政圏施策は

市町村合併により、当初の役割を終えた

ものとして平成 21年度から廃止になり、

今後の広域連携については地域の実情

に応じて関係市町村の自主的な協議に

よる取り組みが行われることが適当で

あることや、国が「定住自立圏構想」

を推進していく方針が示されたことな

どが参考になりました。また吾妻広域

町村圏振興整備組合の現状についての

説明があり、組合の全般について理解

を深めることができました。

吾妻広域圏行政に
関する研修会

あの請願・陳情はどうなった？
町執行部より処理経過の報告がありました。

内　　　　　　　　　　　容 処　理　状　況

太田幼稚園駐車場の舗装に関する陳情 平成18年 12月採択 未　決

町道3005号線（本宿上の原）舗装工事のお願い 平成21年  9月採択 処理中

旧坂上診療所を改修して新たな通所介護施設

 （デイサービス）として活用すること
平成21年  9月採択 未　決

坂上地区のバス運行に関する陳情 平成22年 12月採択 処理中

町道程岩・堂ヶ沢線改修工事を求める陳情 平成22年 12月採択 処理中

町道1281号（程岩）線改良工事を求める陳情 平成22年 12月採択 処理中

請願　公衆用道路の拡幅改良について 平成23年  6月採択 処理中

道路改良に関する請願 平成23年  6月採択 処理中

陳情　町道鳩の湯線の拡幅改良について 平成23年  6月採択 処理中
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　　　　 まちの声

　

　私は、平成１８年の３月に縁あって箱島に引越してきました。引越と同時に、同級生から

消防団に誘われ「参加できる行事だけ出ればいい」という軽い気持ちで入団いたしました。

　入団当初は、当たり前の事かもしれませんが、何の事情も分からず、ただただ先輩の言わ

れたとおりの事をするのみで、たいしてやる気もありませんでした。しかし、幾度目かの火

防回りの時、ご近所の方から「暑い中ご苦労様、気をつけて」と声を掛けられました。その

時初めて、新参者の私も地域の方々から見て頂いていると自覚し「どうせやるなら精一杯や

ろう」と思う様に変わりました。それからは積極的に自分の都合を付け、消防活動に参加す

るようになりました。決して広い地域ではありませんが、最近やっと人と家が分かる様にな

ってきました。

　また今年は、私が所属する分団が吾妻郡消防ポンプ操法に出場する年であり、春先から団

員一丸となって練習を重ねてきました。私はサポートする側の人間で、選手達を近くで見て

おりましたが、本当に選手達の努力には、頭が下がりました。

　また、広域消防署の皆さん、本

団役員の皆さん、近隣分団員の皆

さん、消防ＯＢの皆さんにも大変

なご協力を頂き、今回県大会出場

を決めることができました。

　８月に行われる県大会もそうで

すが、消防団で培った精神で今後

何事においても精一杯取り組んで

行きたいと思っております。

唐 澤   信 明 さん
（箱　島）
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「地元の消防団に入って」

７月に行われた吾妻郡ポンプ操法大会


